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金属塩共存における遊離りソ酸および
硫酸の簡易定_竜
金属塩共存における遊離りソ酸およひ
硫酸の簡易定量について
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Y6ichiKur01仏Wa of c0110idal Additive on Reverse
HiroyukiYatabe osmosis properties of ceHulose
Mutsuo wakakuwa Acetate Memprane
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文 夫
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逆 浸 透 用 酢 酸 七 ル = ー ス 膜 に 関 す る 研
究
逆 浸 透 用 膜 材 料 に 関 す る 研 究 ( 1 )
酢 触 セ ル ロ ー ス ( キ 十 ス ト 条 件 )
油 井
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油 井
煕 川
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T o h o k u  u n i
逝 浸 透 用 膜 材 料 に 関 す る 研 究 ( 1 ) 材 料
舌 キ 酸 セ ル ロ ー ス ( 濃 度 分 極 お よ び 塩 ゲ
N o r i o  Y u i
Y 6 1 C h i  K u r o k a w a
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油 井 敬 夫
黒 川 洋 一
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逆 浸 透 用 膜 材 料 に 関 す る 研 究 ( Ⅲ )
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過 機 洲 D
T e c h .  R e p .
T o h R u  u n i v .
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旭 硝 子 工 奨
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逆 浸 透 法 に よ る 有 機 物 質 の 除 去 に 関 す
る 正 則 溶 液 論 の 適 用
2 5
H 7  a 9 7 ■
2 1
有 機 物 水 溶 液 の 逆 浸 透 処 理 に 対 す る 正
則 溶 液 論 的 取 扱 い
5 0 5  ( 1 9 7 5 )
材 料
逆 浸 透 用 膜 材 料 に 関 t る 研 究 ( Ⅳ )
酢 酸 セ ル 戸 ー ス 膜 を 用 い る 有 機 物 質 の
逝 浸 透 除 去
所 , 酸 フ タ ノ レ 酸 セ ノ レ 戸 ー ス ー 寸 ミ リ ゛ ニ チ レ
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